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（
一
）
実
録
の
意
図 

 

水
循
環
協
が
歩
む
道
は
、
平
坦
で
は
な
い
。
将
来
、

改
組
あ
る
い
は
解
散
を
決
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
態
が
起
こ
る
だ
ろ
う
。
厳
し
い
状
況
は
、
意
外
と
早

く
訪
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
時
改
組
で
あ
れ
、
解

散
で
あ
れ
、
責
任
の
衝
に
立
つ
者
は
、
逡
巡
せ
ず
に
決

断
し
な
け
れ
ば
な
ら
い
。
そ
こ
で
、
水
循
環
協
が
将
来

同
様
の
状
況
に
陥
っ
た
際
の
判
断
の
参
考
に
し
て
も

ら
う
た
め
、
今
回
の
改
組
の
顛
末
を
簡
潔
に
記
録
す
る
。

改
組
は
、
五
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
分
か
れ
、
一
段
ず
つ
登

っ
て
行
く
形
で
進
ん
だ
。
以
下
に
ス
テ
ッ
ブ
毎
に
そ
の

要
点
を
述
べ
る
。 

 

 

（
二
）
改
組
の
顛
末 

［
第
一
ス
テ
ッ
プ
］ 

 

文
化
研
の
存
廃
の
是
非
を
問
う
段
階
で
あ
る
。
二
〇

一
七
年
か
ら
十
九
年
ま
で
の
二
年
間
で
、
存
廃
の
方
針

を
建
て
る
た
め
「
文
化
研
改
革
検
討
委
員
会
」
（
以
下

「
委
員
会
」
）
が
設
け
ら
れ
、
私
か
委
員
長
に
就
任
し

た
。
私
は
、
ご
承
知
の
よ
う
に
文
化
研
を
創
設
し
た
当

事
者
で
、
初
代
代
表
を
務
め
た
。
そ
の
上
、
文
化
研
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
後
も
文
化
研
の
活
動
に
直
接
間
接
に

関
わ
っ
て
来
た
。
そ
こ
で
、
執
行
部
は
、
「
存
廃
を
決

断
す
る
責
任
は
稲
場
に
あ
る
」
と
考
え
た
の
だ
ろ
う
。 

 

私
も
「
文
化
研
を
解
散
す
る
場
合
は
、
私
の
責
任
で

行
い
た
い
」
と
考
え
て
い
た
。
一
つ
の
組
織
の
解
散
は
、

『
実
録･

改
組
の
顛
末
』 日

本
下
水
文
化
研
究
会
代
表 

 

稲
場 

紀
久
雄 

 

田 

中 

喜 

芳 
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そ
れ
が
如
何
な
る
組
織
で
あ
れ
、
簡
単
な
こ
と
で
は
な

い
。
私
は
、
こ
れ
ま
で
職
業
か
ら
か
幾
つ
か
の
組
織
を

創
っ
た
り
、
壊
し
た
り
し
て
来
た
。
だ
か
ら
、
こ
の
種

の
経
験
で
は
人
後
に
落
ち
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
私
は
、
委
員
長
を
引
き
受
け
た
の
だ
っ
た
。 

 

文
化
研
は
二
〇
一
七
年
当
時
、
創
設
以
来
三
一
年
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
以
降
十
八
年
の
長
い
歴
史
を
持
っ
て

い
た
が
、
委
員
会
を
設
置
し
た
当
時
、
会
員
の
高
齢
化

と
会
員
数
の
減
少
傾
向
、
執
行
部
メ
ン
バ
ー
の
固
定
化

と
高
齢
化
、
執
行
部
の
活
動
方
針
に
対
す
る
区
々
の
異

論
の
発
生
な
ど
難
し
い
状
況
に
陥
っ
て
い
た
。
執
行
部

も
将
来
を
憂
慮
す
る
会
員
諸
氏
も
、
対
策
を
何
ら
講
じ

な
け
れ
ば
、
「
文
化
研
は
、
早
晩
解
消
の
危
機
に
墜
ち

入
る
」
と
心
配
し
て
い
た
。
委
員
会
は
、
二
年
に
及
ぶ

審
議
の
末
、
二
〇
一
九
年
五
月
二
二
目
、
酒
井
代
表
に

審
議
結
果
を
答
申
し
た
。
答
申
内
容
は
、「
文
化
研
は
、

我
が
国
の
水
を
守
る
た
め
に
存
続
が
必
要
で
あ
る
」
と

い
う
も
の
だ
っ
た
。 

［
第
二
ス
テ
ッ
プ
］ 

 

私
が
酒
井
氏
か
ら
文
化
研
代
表
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

さ
れ
、
文
化
研
の
改
廃
を
決
め
る
責
任
を
担
っ
た
第
一

年
目
で
あ
る
。
最
初
の
事
業
は
、
『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
二

十
周
年
記
念
誌
』
の
編
纂
で
あ
っ
た
。
文
化
研
の
創
設

時
か
ら
の
活
動
成
果
を
ま
と
め
、
「
何
が
出
来
、
何
が

出
来
な
か
っ
た
か
」
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
、
文
化
研

の
存
廃
を
問
う
絶
対
的
要
件
で
あ
る
。 

 

記
念
誌
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
前
の
十
三
年
を
「
前
史
」、

法
人
化
後
の
二
十
年
を
「
本
史
」
と
し
そ
の
活
動
の
全

容
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
サ
イ
ズ
は
Ａ
４
版
、
総
頁

数
は
約
百
九
十
頁
で
、
全
容
を
一
瞥
す
る
と
文
化
研
の

活
動
が
如
何
に
広
範
で
、
水
を
守
る
世
界
、
特
に
下
水

道
分
野
の
よ
う
な
社
会
的
に
評
価
さ
れ
て
来
な
か
っ

た
分
野
を
「
如
何
に
豊
か
な
も
の
に
し
た
か
」
が
良
く

分
か
る
。
文
化
研
が
仮
に
解
散
し
て
し
ま
え
ば
、
水
を

守
る
世
界
は
、
寂
し
い
、
空
疎
な
も
の
に
変
わ
り
果
て

る
の
で
は
な
い
か
。 
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私
は
、
記
念
誌
を
見
な
が
ら
、
つ
く
づ
く
そ
う
思
っ
た
。

記
念
誌
は
、
二
〇
二
〇
年
度
七
月
十
日
開
催
の
第
二
四

回
総
会
の
直
前
に
完
成
し
た
。
そ
こ
で
、
記
念
行
事
と

し
て
記
念
誌
を
テ
キ
ス
ト
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
下
水
文

化
の
歩
み‐
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら‐

』
を
挙
行
し
、

今
後
の
方
向
を
議
論
し
た
。 

［
第
三
ス
テ
ッ
プ
］ 

 

文
化
研
の
改
組
に
関
す
る
第
一
回
目
の
議
案
（
参
考

資
料‐

一
）
を
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
引
き
続
い
て
聞
か
れ

た
第
二
四
回
総
会
に
提
出
し
、
議
決
を
得
た
段
階
で
あ

る
。
私
は
、
答
申
実
現
に
は
文
化
研
の
改
組
が
絶
対
要

件
と
考
え
た
。
組
織
の
活
性
度
を
保
持
し
続
け
る
た
め

に
は
、
組
織
の
目
的
と
活
動
が
時
代
の
要
請
に
適
合
し

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
活
性
度
は
、
「
時
代
の
要

請
に
適
応
す
る
変
化
を
恐
れ
な
い
こ
と
」
で
示
さ
れ
る
。

記
念
誌
を
通
観
す
る
と
、
文
化
研
の
活
動
は
、
時
代
の

進
展
と
共
に
「
下
水
文
化
研
究
か
ら
水
循
環
文
化
研
究

へ
」
と
発
展
し
て
い
る
。 

 

私
は
、
文
化
研
と
は
別
に
二
〇
一
八
年
に
高
橋
裕
先

生
（
東
大
名
誉
教
授
、
文
化
研
名
誉
会
員
）
と
共
に 

『
水
循
環
基
本
法
を
“
動
か
す
”
国
民
運
動
協
議
会
』

（
以
下
「
協
議
会
」
）
を
創
設
し
、「
水
循
環
の
健
全
化
」

に
向
け
た
啓
発
活
動
を
進
め
て
い
た
。
そ
こ
で
、
文
化

研
に
協
議
会
を
合
併
さ
せ
る
形
で
改
組
を
進
め
た
い

と
考
え
、
新
組
織
の
名
称
を
『
日
本
水
循
環
・
下
水
文

化
研
究
協
会
』
（
仮
称
）
に
変
更
す
る
こ
と
に
し
た
。

私
は
、
敢
え
て
議
案
に
「
文
化
研
の
改
組
に
見
通
し
が

立
た
な
い
状
況
に
立
ち
至
っ
た
場
合
、
次
期
総
会
に
お

い
て
文
化
研
を
解
消
す
る
」
と
明
記
し
た
。
こ
れ
が
、

率
直
な
私
の
決
意
で
、
「
中
途
半
端
に
何
時
ま
で
も

恋
々
と
し
な
い
」
と
覚
悟
を
固
め
て
い
た
。 

 

私
は
、
二
〇
二
〇
年
十
月
高
橋
先
生
に
書
信
を
送
り
、

改
組
に
関
す
る
一
連
の
報
告
と
合
併
の
方
針
を
伝
え

る
と
共
に
、
九
三
歳
と
い
う
超
高
齢
の
先
生
に
代
わ
っ

て
私
が
前
面
に
立
つ
決
意
で
い
る
こ
と
を
率
直
に
書

い
た
。
そ
の
上
で
私
は
、
議
案
に
記
載
し
た
「
設
立
発
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起
人
会
」
を
立
ち
上
げ
る
た
め
、
「
日
本
水
循
環
文
化

研
究
協
会
（
仮
称
）
設
立
実
行
委
員
会
及
び
協
賛
者
名

簿
（
案
）
を
作
成
し
、
候
補
者
一
人
ひ
と
り
に
接
触
し
、

参
加
の
諾
否
を
得
る
交
渉
を
開
始
し
た
。
実
行
委
員
会

は
、
私
を
含
め
総
勢
十
五
名
、
協
賛
者
は
、
お
よ
そ
六

十
数
名
で
あ
っ
た
。
一
連
の
作
業
は
、
既
存
組
織
の
改

組
の
た
め
と
い
う
よ
り
、
新
組
織
の
創
設
と
同
じ
で
あ

っ
た
。 

 

し
か
し
、
準
備
が
進
む
に
つ
れ
て
私
の
悩
み
は
深
ま

っ
た
。
こ
れ
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
度
重
な
る

襲
来
に
よ
っ
て
、
計
画
が
予
定
通
り
進
展
し
な
い
こ
と

も
無
関
係
で
は
な
い
。
仮
に
コ
ロ
ナ
の
襲
来
が
無
く
、

予
定
通
り
進
展
し
て
お
れ
ば
、
議
決
通
り
二
〇
二
一
年

六
月
開
催
予
定
の
第
二
五
回
総
会
で
新
体
制
が
発
足

し
て
い
た
と
思
う
。
私
の
悩
み
は
、
次
の
二
点
だ
っ
た
。 

 

第
一
：
改
組
後
の
事
務
量
の
激
増
が
予
想
さ
れ
る
こ

と
。 

 

第
二
：
新
体
制
を
軌
道
に
乗
せ
る
に
は
、
強
い
指
導

力
と
そ
の
持
続
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。 

 

私
は
、
改
組
つ
ま
り
合
併
の
実
現
に
は
百
バ
ー
セ
ン

ト
自
信
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
新
体
制
の
持

続
に
は
自
信
が
持
て
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
私
の
八
十

歳
と
い
う
年
齢
と
無
縁
で
は
な
い
。
途
中
で
投
げ
出
す

よ
う
な
こ
と
に
な
る
な
ら
、
「
今
こ
の
時
に
解
散
し
て

お
き
た
い
。
禍
根
を
残
さ
な
い
た
め
に
」
と
言
う
思
い

が
拭
え
な
か
っ
た
。
私
は
、
「
解
散
も
ま
た
、
適
切
な

時
期
が
あ
る
」
と
思
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
私
は
、
運

営
委
員
会
の
席
上
、
上
述
の
二
点
の
問
題
に
つ
い
て
話

し
た
う
え
で
、
「
そ
れ
で
も
改
組
を
進
め
る
か
」
と
尋

ね
た
。
暫
く
し
て
、
酒
井
事
務
局
長
が
「
進
め
た
い
」

と
手
を
挙
げ
、
他
の
委
員
も
同
調
し
た
。
そ
こ
で
、
私

は
、
方
針
を
転
換
し
た
。
「
抜
本
的
改
組
、
つ
ま
り
新

体
制
を
創
設
す
る
よ
う
な
形
で
の
改
組
」
を
断
念
し
、

「
漸
進
的
改
組
］
、
即
ち
「
文
化
研
を
ベ
ー
ス
に
し
た

改
組
」
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
し
た
。
こ
う
し
て
、
第



 

5 

 

二
五
回
総
会
（
二
〇
二
一
年
六
月
二
六
日
開
催
）
で
「
改

組
に
関
す
る
再
提
案
」（
参
考
資
料-

二
）
を
改
め
て
行

っ
た
。 

 

総
会
開
催
日
の
少
し
前
、
高
橋
裕
先
生
の
奥
様
か
ら

先
生
の
訃
報
が
伝
え
ら
れ
た
。
先
生
は
、
二
〇
二
一
年

五
月
二
六
日
逝
去
さ
れ
た
。
享
年
九
四
。
先
生
の
逝
去

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
警
戒
措
置
を
考
慮
し
、
一

月
余
り
伏
せ
ら
れ
た
。
私
は
、
前
年
の
秋
、
先
生
に
代

わ
っ
て
前
面
に
立
つ
と
伝
え
て
い
た
。
そ
れ
以
来
、
先

生
の
ご
遺
志
を
活
か
し
た
い
と
言
う
思
い
が
私
の
脳

裏
か
ら
去
ら
な
い
。 

［
第
四
ス
テ
ッ
プ
］ 

 

私
は
、
第
二
五
回
総
会
で
二
期
目
の
代
表
を
引
き
受

け
、
「
抜
本
的
改
組
」
を
「
漸
進
的
発
展
を
志
向
す
る

方
向
で
改
組
す
る
」
と
改
め
た
再
提
案
を
行
っ
た
段
階

で
あ
る
。
強
い
忍
耐
力
を
持
っ
て
漸
進
的
に
問
題
と
取

り
組
む
こ
と
は
、
私
達
の
よ
う
な
活
動
を
進
め
る
場
合

の
絶
対
不
可
欠
な
要
件
で
あ
る
。 

 

専
門
家
で
も
、
ど
れ
だ
け
の
人
が
『「
水
循
環
の
健

全
化
」
の
意
味
』
を
理
解
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

ど
れ
だ
け
の
国
民
が
「
公
水
、
私
水
、
共
有
水
」
の
意

味
を
正
し
く
理
解
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
正
し
い
知
識

を
持
ち
、
問
題
の
全
容
を
正
確
に
俯
瞰
し
て
行
動
し
な

い
限
り
、
「
水
道
民
営
化
反
対
」
と
単
純
に
反
対
し
て

み
て
も
、
功
を
収
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
の
程
度

な
ら
、
そ
の
内
に
体
制
に
同
調
し
て
し
ま
う
の
が
落
ち

だ
。
さ
ら
に
、
ど
れ
だ
け
の
国
民
が
「
共
有
水
の
理
念

と
現
行
水
利
権
の
考
え
方
の
ギ
ヤ
ッ
ブ
」
を
理
解
し
、

水
利
権
行
政
を
糾
す
た
め
に
行
動
を
起
こ
せ
る
だ
ろ

う
か
。
現
状
で
は
、
残
念
だ
が
殆
ど
期
待
で
き
な
い
。 

 

時
代
は
大
転
換
期
の
真
只
中
に
あ
る
だ
け
に
、
今
や

専
門
家
に
も
、
更
に
は
多
く
の
国
民
に
も
正
し
い
知
識

と
あ
る
べ
き
方
向
性
を
伝
え
る
忍
耐
強
い
啓
発
活
動

が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
私
達
は
、
そ
の
た
め
の
活
動

を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
視
点
に
立
て
ば

「
漸
進
的
発
展
を
志
向
す
る
改
組
」
は
、
絶
対
に
必
要
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で
あ
る
。
私
は
、
そ
う
考
え
た
。
こ
の
た
め
、
私
は
、

文
化
研
と
協
議
会
の
合
併
構
想
を
断
念
し
、
協
議
会
を

解
散
す
る
こ
と
に
し
た
、
つ
ま
り
、
一
旦
解
散
し
た
上

で
、
協
議
会
の
元
の
参
加
団
体
に
改
め
て
文
化
研
改
組

後
の
新
組
織
へ
の
参
加
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
た

の
で
あ
る
。
こ
う
な
る
と
、
実
行
委
員
会
の
設
置
も
協

賛
者
を
募
る
必
要
も
な
く
成
る
訳
で
あ
る
。
単
な
る
文

化
研
の
改
組
な
の
で
、
作
業
は
大
変
単
純
で
、
再
提
案

の
議
案
書
に
は
、
次
の
よ
う
に
明
記
し
た
。 

「
運
営
委
員
会
に
定
款
、
組
織
・
財
政
面
等
の
策
定
を

一
任
し
、
次
期
総
会
（
二
〇
二
二
年
六
月
予
定
）
を
改

組
総
会
と
し
ま
す
。
な
お
、
（
略
）
会
員
各
位
に
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
お
願
い
し
、
そ
の
上
で
最
終
案
を

次
期
総
会
に
諮
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。」 

［
第
五
ス
テ
ッ
プ
］ 

 

臨
時
総
会
（
第
二
六
回
総
会
）
を
二
〇
二
二
年
一
月

二
二
日
連
合
会
館
会
議
室
で
開
催
し
、
法
人
名
称
を
含

む
定
款
改
正
並
び
に
設
立
趣
意
書
改
正
を
議
決
、
第
二

十
七
回
総
会
（
二
〇
二
二
年
六
月
二
四
日
ま
で
の
間
、

新
体
制
下
の
事
業
展
開
を
軌
道
に
乗
せ
ら
れ
る
よ
う
、

可
能
な
限
り
新
体
制
の
組
織
的
財
政
的
基
盤
強
化
に

努
め
た
段
階
で
あ
る
。
改
組
後
の
新
体
制
の
名
称
は
、

「
日
本
水
循
環
文
化
研
究
協
会
」
で
あ
る
。
言
う
ま
で

も
な
く
文
化
研
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
全
て
を
包
含

し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
「
水
循
環
の
健
全
化
」
に
係
る

諸
活
動
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
文
化
研
は
、
こ
れ
ま
で

も
“
水
守
”
の
役
割
を
果
た
し
て
来
た
が
、
こ
の
役
割

が
「
水
循
環
全
体
に
拡
大
」
し
、
“
我
が
国
の
水
守
”

の
役
割
を
強
化
し
た
。
設
立
趣
旨
書
は
、
こ
れ
ら
の
意

図
を
明
文
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
定
款
で
は
、
拡
大
し

た
活
動
領
域
を
カ
バ
ー
し
、
さ
ら
に
財
政
基
盤
が
強
化

で
き
る
よ
う
に
定
款
第
三
条
（
目
的
）
、
第
四
条
（
特

定
非
営
利
活
動
の
種
類
）
、
第
五
条
（
事
業
の
種
類
）
、

第
七
条
（
会
員
）
の
改
正
に
出
来
る
限
り
工
夫
を
凝
ら

し
た
。
特
に
、
賛
助
会
員
と
し
て
市
民
団
体
が
積
極
的

に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
賛
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助
会
員
団
体
参
加
の
市
民
団
体
や
社
員
の
方
々
に
積

極
的
に
会
員
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
特
別
会
員
（
個

人
）
制
度
を
設
け
る
な
ど
画
期
的
な
制
度
を
創
っ
た
。

そ
の
上
、
市
民
団
体
の
賛
助
団
体
加
入
や
特
別
会
員
加

入
は
、
出
来
る
だ
け
多
く
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

会
費
も
割
安
に
し
た
。 

 

運
営
委
員
会
は
、
改
組
後
最
初
の
総
会
を
二
〇
二
二

年
六
月
二
四
日
と
決
め
、
そ
れ
ま
で
に
出
来
る
限
り
多

く
の
新
規
加
入
の
団
体
や
個
人
を
募
る
努
力
を
行
っ

た
。
そ
の
た
め
に
は
、
財
政
の
許
す
限
り
数
多
く
の
団

体
・
個
人
に
参
加
勧
誘
の
案
内
書
を
届
け
る
必
要
が
あ

る
。
私
達
は
、
懸
命
の
努
力
を
傾
け
て
凡
そ
千
の
団
体
・

個
人
に
案
内
書
を
郵
送
し
た
。
内
訳
は
、
お
よ
そ
市
民

団
体
約
四
百
、
企
業
約
五
百
、
個
人
約
百
で
あ
る
。
だ

が
、
現
実
に
新
規
加
入
に
結
び
付
い
た
の
は
、
お
よ
そ

一
バ
ー
セ
ン
ト
程
度
と
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

れ
も
ま
た
、
現
実
で
あ
る
。
改
組
後
最
初
の
総
会
は
、

か
く
し
て
第
二
七
回
総
会
が
新
宿
区
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
た
。 

（
三
）
漸
進
的
で
あ
る
こ
と 

 

文
化
研
改
組
の
実
現
に
は
、
最
初
の
問
題
提
起
か
ら

約
五
年
の
歳
月
を
要
し
た
。
時
代
は
、
ま
さ
に
大
転
換

期
の
真
只
中
に
あ
る
。
新
生
「
水
循
環
協
」
の
活
動
は
、

時
代
の
要
請
に
応
え
る
も
の
だ
と
思
う
。
し
か
し
そ
の

財
政
基
盤
は
弱
く
、
組
織
体
制
も
同
様
で
あ
る
。
私
が

当
初
の
計
画
通
り
「
合
併
方
式
」
で
推
進
し
て
お
れ
ば
、

市
民
団
体
の
参
加
数
が
少
し
増
え
た
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
、
お
そ
ら
く
如
何
な
る
方
式
を
採
る
に
し
ろ
、
結

果
は
大
同
小
異
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
現
実
は
、
夢
物
語
で

は
な
い
。 

 

漸
進
的
発
展
は
、
実
質
を
伴
う
。
例
え
ば
、
文
化
研

時
代
の
活
動
に
例
を
取
れ
ば
、
バ
ル
ト
ン
忌
で
あ
る
。

バ
ル
ト
ン
忌
は
、
バ
ル
ト
ン
先
生
の
命
日
、
八
月
五
日

前
後
に
催
し
で
来
た
。
既
に
三
十
回
近
く
に
な
る
だ
ろ

う
。
そ
の
間
、
バ
ル
ト
ン
先
生
の
業
績
は
、
確
実
に
社
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会
的
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
今
で

は
台
湾
で
も
有
名
な
の
で
あ
る
。
漸
進
的
で
あ
る
と
言

う
こ
と
は
、
少
し
位
の
事
で
は
諦
め
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
続
け
る
と
言
う
こ
と
で
あ
り
、
大
切
な
意
味
を
含
意

し
て
い
る
。 

 

私
は
、
文
化
研
の
改
組
に
対
し
て
、
出
来
る
限
り

努
力
し
た
心
算
だ
。
私
に
は
、
こ
う
す
る
以
外
に
道

は
な
か
っ
た
。
改
組
を
如
何
に
評
価
す
る
か
、
そ
こ

か
ら
如
何
な
る
教
訓
を
得
る
か
。
そ
れ
は
、
現
在
及

び
将
来
、
水
循
環
協
の
責
任
の
衝
に
立
つ
人
達
が
行

う
こ
と
で
あ
る
。
私
は
、
こ
の
『
実
録
・
改
組
の
顛

末
』
が
、
こ
れ
か
ら
水
循
環
協
の
運
営
責
任
を
担
う

人
達
が
自
分
の
信
念
で
、「
現
実
に
立
ち
向
い
、
水
循

環
協
の
存
廃
の
決
断
を
下
す
際
の
参
考
に
な
れ
ば
」 

と
折
る
の
み
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
二
〇
二
二
年
八
月
六
日
擱
筆
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

参
考
資
料-

一
：［
第
六
号
議
案
］
日
本
下
水
文
化
研
究

会
の
改
組
に
関
す
る
件 

［
提
案
］
日
本
下
水
文
化
研
究
会
（
以
下
「
文
化
研
」
）

は
、
次
年
度
ま
で
に
『
水
循
環
基
本
法
を
“
動
か
す
”

国
民
運
動
協
議
会
』（
以
下
「
協
議
会
」）
を
吸
収
す
る

と
と
も
に
、
名
称
を
「
日
本
水
循
環
・
下
水
文
化
研
究

協
会
（
仮
称
）
」
（
以
下
「
水
循
環
協
」
）
に
変
更
す
る

な
ど
本
格
的
改
組
を
進
め
る
。 

 

改
組
に
当
た
り
、
運
営
委
員
会
に
定
款
、
組
織
・
財

政
面
等
の
改
革
案
の
策
定
並
び
に
法
人
形
態
の
選
択

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
継
承
、
一
般
社
団
法
人
へ
の
変
更
）

を
一
任
し
、
次
期
総
会
（
二
〇
二
一
年
六
月
予
定
）
を

水
循
環
協
の
設
立
総
会
と
す
る
。 

 

な
お
、
運
営
委
員
会
は
、
改
組
の
た
め
に
水
循
環
協

設
立
発
起
人
会
（
以
下
「
発
起
人
会
」
）
を
設
け
、
水

循
環
協
の
会
員
拡
充
活
動
を
推
進
す
る
。
文
化
研
の
改

組
の
実
現
に
見
通
し
が
立
た
な
い
状
況
に
至
っ
た
場

合
、
次
期
総
会
に
お
い
て
文
化
研
解
消
を
提
案
す
る
。 
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参
考
資
料-

二
：
日
本
下
水
文
化
研
究
会
の
改
組
に
関

す
る
再
提
案 

［
再
提
案
］ 

日
本
下
水
文
化
研
究
会
（
以
下
「
文
化

研
」
）
は
、
設
立
時
（
一
九
八
六
年
）
か
ら
三
五
年
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
（
一
九
九
九
年
）
か
ら
二
二
年
、
活
動

を
続
け
て
き
ま
し
た
。 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
以
降
、
定
款
な
ら
び
に
組
織
体
制
を

変
え
る
こ
と
な
く
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

現
時
点
で
は
か
な
り
の
無
理
が
認
め
ら
れ
、
新
た
な
活

動
の
足
か
せ
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
二
一

世
紀
も
お
よ
そ
五
分
の
一
強
が
経
過
し
た
現
在
、
定
款
、

組
織
体
制
及
び
活
動
内
容
を
現
状
に
合
わ
せ
、
さ
ら
に

将
来
に
適
用
で
き
る
よ
う
変
更
す
る
必
要
に
迫
ら
れ

て
い
ま
す
。
か
か
る
状
況
に
鑑
み
、
定
款
等
を
二
一
世

紀
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
に
改
正
し
、
組
織
体
制
の
強
化

を
図
る
た
め
改
組
を
行
う
こ
と
は
、
本
会
に
と
っ
て
喫

緊
の
課
題
で
す
。 

 

昨
年
の
議
案
で
は
、
「
抜
本
的
改
組
の
見
通
し
が
立

た
な
い
場
合
、
文
化
研
を
解
散
す
る
」
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
「
文
化
研
を
解
散
す
る
」
と
い
う
部
分
を
「
文

化
研
の
漸
進
的
発
展
を
志
向
す
る
方
向
で
改
組
す
る
」

に
改
め
ま
す
。
そ
こ
で
、
改
め
て
運
営
委
員
会
に
定
款
、

組
織
・
財
政
面
等
の
改
革
案
の
策
定
を
一
任
し
、
次
期

総
会
（
二
〇
二
二
年
六
月
予
定
）
を
改
組
総
会
と
し
ま

す
。
な
お
、
運
営
委
員
会
は
、
改
革
案
が
出
た
段
階
で
、

会
員
各
位
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
お
願
い
し
、
そ

の
う
え
で
最
終
案
を
次
期
総
会
に
諮
る
こ
と
に
い
た

し
ま
す
。 


